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腸 結核 患 者 の3要 素 成分 の消化 吸 収試 験

(第2報)

清 瀬 嘉 治

国立大阪療養所(指 導 和歌山医科大学 若鶴龍三教授)

受 付 昭 和 弱 年9月4日

1緒 言

結核は消耗性疾患といわれその治療には化学療法以外

になお安静栄養療法が重要な療法となっている。肺結核

患者の栄養食餌として適当に組合わされた蛋白脂肪豊富

食が有効であるとされているが,一 たび腸結核を合併せ

る結核患者は頑固な下痢便または便秘のため食餌に対し

て神経質となって蛋白脂肪豊富食を嫌悪し,あ るいは腸

壁の結核性病変のため消化吸収力が低下して摂取された

食餌が充分に利用されていないと考えられている。先に

著者は軽症ないし中等症の腸結核患者の3要 素成分の消

化吸収を検討した結果糞便中に血液や粘液を混じない限

り便の回数や性状に関係なく3要 素 成分の吸収率は低

下しないし,か つまた患者の耐えうる高蛋白高脂肪食は

体重増加をもたらすことを知った。今回さらに中等症な

いし重:症の腸結核患者3名 を選び3要 素成分の消化吸

収率を検:謁した。

皿:実 験 方 法

3)測 定方法

測定方法はすべて先の論文に記載 された通 りである。

皿 実 験 成 績

1)実 験条件

被検者3名 は臨床的所見および 理学的諸検査に よっ

て中等症ないし重症腸結核を合併せる混合型肺結核患者

である。被検者に与える基本食週の食餌は蛋白819,脂

肪36g,含 水炭素365gと した。第2,3週 には蛋白

をそれぞれ104g,131g宛 負荷し,脂 肪 と含水炭i素量

は全期間を通じてほぼ一定量にした。3名 の被検者の一

般状態は表2に 掲げた。

表2
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1)被 検者と実験期間

被検者として中等症ないし重症の腸結核を合併せる混

合型肺結核患者3名 を選び実施した。

実施期間は昭和27年10月10日 よ り11月1日

まで実施した。第1週 は基本食期間として10日 間,第

2週 は7日 間,第3週 は6月 間と分けて行った。

2)食 餌献立および調理法 噛

被検者3名 とも病状上食餌には敏感 であるため基本

食期間を10日 間 とした。食餌の熱量 と3要 素量は佐

伯氏の分析表により計画した。各週の食餌の食品分析値

は表1に 掲げた。

表1

第・画 策咽 第3週

蛋 白 質i81.89

脂 肪36.7

含 水 炭 素365.8

ベ ノレテ ロ ー 燃 焼 カ ロ リ ー2 ,338cal

1U4.59

41.4

343.7

2,441cal

ユ31.79

40.6

338.0

2,566cal

1C月10日 よ り

11月 ユ日まで

2)被 検 者の病状 とその概要

■ は一般状:態悪 く腹部は廻盲部の圧痛抵抗が著明で

あ り,大 便は1日1・ ・)2回 の軟便,下 痢便を排出し

た。 は一般状態および胸部所見はもっとも悪 く題言

部の圧痛抵抗は中等度なるもグル音が著明であった。大

便は1目1(・2回 なるも10月27日 ごろ より水様

下痢便を2～4回 排便した。■■ は一般状態,胸 部所

見はもっとも軽 く延言部の圧痛抵抗はほとんどなく腸蠕

動運動が著明であった。大便は1日2～3回 の軟便

下痢便をだした。体温は3名 ともときどき微熱をだし

ていた。糞便中には肉眼的に血液や粘液を混 じたことは

なかった。尿中の蛋白,糖,ウ ロビリン,ウRビ リノー

ク㍉・,ア セ トン体はすべて陰性であった。

3)吸 収3要 素量および熱量の体重に及ぼす影響

図1は3名 の体重曲線である。体重増加は,■

■の2名 が蛋白負荷後約1kg増 加 した。■■■は 基本

食週半ばで約0.5kg増 加 したままで蛋白負荷後 も体:重

増加はなかった。結核患者の肥絆の目的として脂肪の意

義が強調 され,も し摂取カロリーが一定であれば負荷 さ
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れ る成分が蛋白と脂肪とを比較するに,体 重:増加は脂肪

負荷の場合が大であ り蛋白負荷の場合には必ずしも期待

しえないといわれている。しかし本実験のごとく腸結核

を合併 して下痢があ り,か つ脂肪が負荷されな くとも充

分なる蛋白負荷は体重増加を期待 しうる。

4)尿 中窒素量

表3は 尿中窒素量を示す。毎 日の窒素排泄量は多少

の増減はあるが摂取蛋白量が増加するに従って窒素排泄

量 も増加 している。この ことは尿中窒:素量は腸結核の有

無に関係なく,ま た下痢の回数および性状に関係な く摂

取蛋白量と平行関係があることを示す。

表3尿 中 窒 素 量

第

1

週

11/X
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19

20

■■■1■ ■ ■ ■■■■
1

第

2

週

第

3

週

5.859

8.29

8.17

8.51

7.53

8、55

8。70

8.25

8.47

9.78

21

22

23

24

25

26

27

9。11

9.56

9.67

9.52

9.!2

9。80

9.41

6.619

7,ユ5

7.94

6.75

8.57

6.44

7.66

7。91

9。乙0

8。91

4。429

7。31

8.59

7,66

9.58

9.33

9.82

10.27

8.81

8.ユ5

281

9.91

7.16

9.7δ

9.86

9.22

7。97

1C。19

10.64

8.95

9。98

工0.44

11。ユ!

9,7"

9.64

29

30

31

1/X正

2

1c.95

1r.64

1ユ.83

ユ2.51

11.61

12.ユ8

1].40

1C.56

10.76

ユ2。59

10.34

9.22

11.29

11.70

12、66

12。06

12.52

9.05

5)糞 便 回数 と量および性状

1臼 に排澄した糞便の回数,性 状およびその乾燥量を

表4に 示した。■■ は1日1・)2回 の排便があり,

■■ は主に下痢便を1日2回 排泄し,30日 ごろ より

結 核 第34巻 第1号

1日3(」4回 の水様 下痢便を 排泄した。■ は1日

2～3回 の排便であった。糞便申には3名 とも肉眼的

に血液や粘液膿汁を混 じたことはない。また不消化便は

撲泄:されなかった。

6)糞 便中窒i素:量および吸収率

糞便中窒素量とその吸収率は 表5に 掲げた。 糞便中

窒素量は蛋:白量が81gの 基本食週 も蛋:白量を1049,

1319と 負荷 した第2,3週 も ほぼ___.定範 囲内 にあっ

た。 は第3週 において1日4回 の 下痢便で あっ

たが窒素量はほとんど増減がなかった。吸収率は は

平均89.08%か ら90.25%,■ ■は平均89.70%か

ら95s97%,■ ■ は89.75%か ら92・52%と なって

吸収率は低下していない。1日4回 の 下痢便を 排泄し

た■■の第3週 の 吸収率はきわめて高い・ このことは

糞便中に粘液や血液を混 じない限 り糞便の回数や性状に

関係なく重症腸結核患者の糞便中の窒素量はほぼ一定量

であり,ま た吸収率は低下していないことを示す。

7)糞 便中脂肪量および吸収率

糞便中脂肪量と吸収率は表6に 掲げた。脂肪量は各週

平均して は2.219か ら3.10g,■ ■ は1.729

か ら2.469,■ ■ は2・359か ら2・95gを 排泄して

いる。吸収率は各週平均して は92.39%か ら93.67

%,■ は93・21%カ 〉ら95・50%,■ ζま92・61%

から93.57%と なっている。すなわち糞便中脂肪量 と

吸収率は全期間を通じてほぼ同一である。糞便の回数,性

状に関係なく重症腸結核患者の糞便申の脂肪量はほぼ一

定範囲内にあり,そ の吸収率は良好であることを示す・

8)糞 便中含水炭素量および吸収率

糞便中含水炭素量 とその吸収率を表7に 掲げた。含

水炭素量は各週平均 して■■ は3.458か ら5・89g,

■■■■は3.059カ 〉ら3・269,■ ■■■は3・35gカ 〉ら4・39

8を 排泄し,そ の吸収率は各週平均して1は98・31%

カ〉ら99.08%,■ ■■■は99・09%カ 〉ら99・10%,■ ■■■

は99.05%か ら98.80%と なっている。糞便の性状,

回数に関係なく含水炭素量は一定範囲内にあ り,そ の吸

収率は良好である。

9)食 餌力・り一の吸収および吸収率

表8は 各週ごとに平均1日 分の食餌カロリーの吸収

率を示した ものである。すなわち93%か ら96%と

なって3名 とも吸収率は低下していない。表9の 成績

は,糞 便中には食物残渣物としての3要 素以外に蛋白類

似の腸粘膜剥離物や細菌蛋白が混在しているので腸結核

症の下痢便中にはいかほど含有しているかを検討すべ く

各週ごとに糞便中の3要 素量とそのカ・り一を小泉法と

ベルテ・一法による燃焼ヵ・り一を求めた ものである。

小泉法に比 してベルテ ・一燃焼 力・り一が高い値を示す

がこれは第1報 の成績 と比較してほとんど変 りがない。

このことは重症腸結核症の糞便中には多量の不消化残渣
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糞 便

総 量:

表8-a〔1

懇騨 櫛騨嚢撫
224・19

206.0

225.5

1,052σ α11056α1

9i52133

f
1・04刊173

2,5586011195.1%

2,441}94.5
2,56695.6

表8-b〔 〕

}糞 便

総 量

li鷺

灘雪融森羅購腸激最
　

ロ リ 一 触 リー}リ 一

口i

8606αZ86cαZ

789i15

45876

2,5ミ58σαZ

2,441

2,566

;率

96.2%

95.4

9i5.1

表8-c〔 1〕

第1週

第2週

第3週

糞 便

総 量

209.Og

165.6

155.5

灘購露 雛 脅
p」_加 リーP一

952001Z956αZ

76811C

714119

2,5i58601Z

2,441

2,566

平 均1日

分 の 吸 収

率

96.0%

95.5

95.4
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表9-a〔 〕

糞 便 量g

窒i素 量g

脂 肪 量:g

含 水 炭 素 量g

,小泉法による燃焼
力ロリー

ベノレアロ　

燃 焼 力 ・ り一

策・劃 策2劃 策3週

224.i

14.2

22./

34.5

394

1,052

206.0

12.6

21.i5

30.4

364

932

225.5

12.5

18.6

3Q.t

i552

1,041

表9-bC 1〕

陣 ・週 隣2週 第3週

糞 便 量g

窒 素 量g

脂 肪 量9

含 水 炭 素 量g

小泉法による燃焼
カロリー

ベノレアロリ

燃 焼 力 ・ り一

ユ83.61

12.31

24・61

砿 ♂

401

860

112.1

9.4

12.0

21.5

230

789

97.7

7.1

1.5

18.ユ

213

458

表9-c〔1 〕

陣 ・週 案2劃 策3週

糞 便 量g

窒 素 量9

脂 肪 量g

含 水 炭 素 量8

小泉法による燃焼
力ロリー

ベノレアロら

燃 焼 力 ・ り一

209.0

1a.4

25.5

55.5

410

932

165.6

10.6

ユ8.9

29.2

×29

768

155.5

9.4

17.5

265

501

714

物,腸 粘膜剥離物の存在は認めがたいことを示す。

10)窒 素平衡

表10は 窒素平衡の成績を掲げた。3名 とも全経過を

通じて窒素平衡は正を示している。下痢便の性状,回 数

に関係な く蛋白豊富食を与えれば窒素平衡は負になるこ

とはない。

11)総 括

1肩1～5回 の軟便,泥 状便,水 様下痢便を排泄せ

る中等症ないし重症腸結核患者に脂肪40g,含 水 炭素

3409と ほぼ一定量 とし,蛋 白量を各週 ごとに81g,

ユ04g,131gと 逓増 した食餌を与え糞便中の3要 素量 と

吸収率を検討した。 その結果糞便中の3要 素量は ほぼ

一定範囲内にあることがわかった
。したがって脂肪と含

水炭素の吸収率は個人差はあるが全経過を通じて増減は

ない・これに反し蛋白の吸収率は摂取蛋白量の増加 とと

もに吸収率は上昇 している。これは岩鶴教授の提唱 して

いる見掛けの吸収率であって真の意味の吸収率は重症腸
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表10-a〔 〕
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食 品車
室素量

第

1
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尿 中
窒素量

週
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8.29

8.17

8.5't

7.55

8.33
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8.25
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2

週
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0.63

L60

3.57

0.89

1.78

ユ.3F

O。94

1。25

2.42
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22
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26
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9.56

9.67

9.52

9ほ2
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9.41

第

3

週

i28
29
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21.07 12.95

12.64

17.83

12.51

11.61
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1.84
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ユ。50

ユ.61

2.51

2.15
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ユ.56

2.79

1.80

コ.87

2.16

窒素平衡
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十zv.32

牽0。84

十5。85

十6。15

十5.09

十5.98

十6。08

十4.49
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表10-b〔 ■■ ■〕
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窒素平衡
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27{

第
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週
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1/)q
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21.07

9.91

7.16

9.7i5

9.86

9.22

7.97

10.19

11。40

10。56

ユ0.76

12.3c

10.34

9.22

十4.25

十5.19

十3.3C

+5.41

十i5。55
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十4.44

十4.17

十2.05

t2.52

1.84
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1.01

ユ.49

1.36

1.41

1.21

1.41
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1.05

1.21

0.81

1.74
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表10-c〔
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週
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週
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11/X

12
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食品中
窒素 量

第

3

週
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15.80
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1/XI
2

21.07

尿 中

窒i素 量 .

4。429

7.31

8.59

7.66

9.58

9.33

9.82

10.27

8.81

8.15

便 中
窒 素量

ユ.659

1。32

1.ろ8

1.05

1.T7

1.38

1.32

1.24

1.01

ユ.32

窒素平衡

一i

ユ0.641.81

8.95ユ.50

9.981.05

10.44ユ ●59

11.11ユ.76

9.751。55

9.641.64

1L29

11.7C

ユ2.66

12.06

12.52

9.05

十6.97

十4。41

十5。07

十4.55

十1.69

十2.55

十1.90

十 ユ.55

十5.22

・十i5 .57

十4.55

十6.乙5

十5.7c

+4.77

十5.97

十5.52

十5.52

1,85十9.95

1.41+7.96

1.44+6.97

1.51十7。50

1.55十7.00

ユ・70i+1α72

結核症といえども100%に 近 く,3要 素成分は充分に

消化吸収されているものと認む。

結 語

中等症ないし:重症腸結核患者の3要 素成分の 消化吸

収について検討すべ く脂肪量と含水炭素量をほぼ一定量

にして蛋白質を逓増 して次のごとき結果を得た。

1)蛋 白の吸収率は基本食週では平均89%,蛋 白負

荷後は90%お よび92%と なって吸収率は低下して

いない。

2)脂 肪の吸収率は全期間を 通じて 平均93%で 吸

収率は低下していない。

3)含 水炭素の吸収率は全期間を通 じて平均99%で

あった。

4)摂 取食餌の 総熱量の 吸収率は93%か ら96%

であった。

5)尿 中窒素量は蛋白量の逓増 とともに増加 し,窒 素

平衡は3名 とも正であった。

6)重 症腸結核患者といえども蛋白豊富食を摂取する

ことによって体重増加が認め られた。

7)腸 結核患者の糞便中 には摂取食物の 不消化残渣

物,腸 管排泄物の増加は認め られなかった・

欄筆にあたり,御 指導,御 校閲を賜わった和歌山医大

若鶴龍三教授に感謝の意を表します。
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本論文の要旨は 昭和28年4月 第50回 日本内科学

総会において発表した。
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